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	3) 「ハマナスW2」は「ハマナスW1」の後継系統として道内養豚場に供給され、全道の全肉豚生産量の約10％を生産し、このシェアはさらに拡大される計画にある。
	4)  本試験では、W2Lの飼養管理にSPF繁殖雌豚の育成・妊娠期における飼料給与基準（平成16年度普及推進）、および日本飼養標準・豚(2005)の給与基準を適用した。

